
流下の仕組み

排水集合管の
構造

クボタイカシリーズ
カンペイ君

カンペイ立て管

排水用鋳鉄管

機種指定の
方法

Lベンド

支持金具

シンドカット

関連商品

排水ヘッダ

サニタリーベンド・
VS

差込み形
RJ管

QM継手

メカニカル形
１種管

集合管システム
選定方法

接合手順

4SL・
4SLTほか

3SL

4CL

4HF・5HF

4SLⅡ・
4SLTGほか

4SF

最上階用
SV

最下階専用
SR

更新対応
4SSLほか

1
段
枝

2
段
枝

特
殊
仕
様

流下の仕組み

排水集合管の
構造

クボタイカシリーズ
カンペイ君
カンペイ立て管

排水用鋳鉄管

機種指定の
方法

Lベンド

支持金具

シンドカット

関連商品

排水ヘッダ

サニタリーベンド・
VS

差込み形
RJ管

QM継手

メカニカル形
１種管

集合管システム
選定方法

接合手順

4SL・
4SLTほか

3SL

4CL

4HF・5HF

4SLⅡ・
4SLTGほか

4SF

最上階用
SV

最下階専用
SR

更新対応
4SSLほか

1
段
枝

2
段
枝

特
殊
仕
様

3 4

ΫϘλΠカγϦʔζ

。生レタン使用࠶
接 着 を使ࡎ 用し
ない๓Ճで、
。ݮෛՙを低ڥ

カンペイ君
（Ԇম防止ػ付集合管）

カンペイ立て管
（Ԇম防止ػ付h 受け口付管 ）ɦ

排水立て管（塩ビVP管）にרޙき
するだけで耐Րೋ管をしの͙
ःԻ性（ฐ社ଌ定ɿー�EB）を実ݱ。

集合管本体のःԻରࡦに

໘ϑΝスナ（ཪ側）

໘ϑΝスナ

生レタン࠶

1270（3インチ用・4インチ用ڞ通）

ೈ質塩ビथࢷγート

ɿʪ　ʫ内は3インチ用 <NN>

生レタン࠶
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さް1.2
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塩ビ管
（ඃ෴なし）

耐Րೋ管
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※̐ インチロングタイプ用は、̐インチカンペイ܅で、スラブ下
からカンペイ܅下までのさが240NNを る͑場合
にご使用ください。

※品に同ࠝの「固定バンド」は、ͣ りམͪ防止用として
品にרきͭけてご使用ください。

※下部の固定には、「ःԻγート専用固定ςープ」
（ผച）をご使用ください。
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ΫϘλΠカόʔ集合管下部用ःԻγート

塩ビ立て管にרޙき、໘ϑΝスナで؆୯ࢪ カϯϖΠγʔト�塩ビ立て管用ःԻγート

立て管途中の掃除口に
スマート掃除口継手（SF-COS）

大便器との接続にはカラーサニタリー管

まではʜࠓまではʜࠓ こΕかΒはʜこΕかΒはʜࠓまではʜࠓまではʜ こΕかΒはʜこΕかΒはʜ

ݮෛՙڥ
˔耐Րೋ管の使用にൺഇࡐがྔݮできます。

ίストダンίストダン

ுࡐの༏ΕたԆম防止ޮՌにΑり、防Ր۠ը؏௨෦かΒ1NҎ内のൣғに͓いてෆ೩ࡐを用いることͳく、ԘϏ管でࢪ
で る͖Α͏ にͳりました。排水立て管・ԣࢬ管とԘϏ管で管で ま͖す。

Ԇম防止෦品にுࡐを内ଂ。Ր࣌ࡂにுࡐが管内をด࠹し、上階のԌԎの৵ೖをःஅします。

カンペイ܅・カンペイ立て管は、ࠃަ通େਉೝ定͓よびফ防性ධ定を取ಘしています。（P5～6ࢀর）
カンペイ܅・カンペイ立て管は、ಛڐを取ಘしています。（ಛڐ第492�40�߸、ಛڐ第4994��6߸、ಛڐ第5014450߸、ಛڐ第4�7�071߸）

カンペイ君 クɹボタイカःԻシリーズ（カンペイシート、クボタイカόー）の組み合Θͤでফ防ධ定をऔಘ。（P5～6ࢀর）
໘ϑΝスφで؆୯にࢪで る͖ため、管とಉ࣌にःԻר ま͖でྃすることがで ま͖す。
৽ͨにカϯϖΠγʔトΛカϯϖΠཱͯ管に͝ 用͍ͨ けͩるΑ͏ にͳΓ·͠ ͨɻ（ࠃަ௨େਉೝఆऔಘ14���'-�����）

排水立て管・横枝管が塩ビ管で配管可能

˔防Ր۠ը؏通部から1NҎ内のࣨ内排水横枝管立て管
に不೩ࡐではなく、塩ビ管を使用可。

˔ࣨ内排水横枝管に塩ビ管が使 る͑͜ とでೲまりがよくなり、ઃܭ
ࣗ༝度がアップ。横枝管のӌճ配管等不ཁになります。

؆୯ࢪ
˔横枝管をすて塩ビ管で配管できるため、ࢪ時ؒॖがਤれ
ます。

˔横枝管の配管ルートの੍がなくなるととに、ޯ 配の֬อが༰
қになり、ࢪのࣗ༝度が し্ます。

カンペイ立て管では排水立て管と集合管はःԻඃ
෴（P6ࢀর）をࢪしてください。

Ԇমࢭ෦のுࡐにΑΓ্֊のԌの৵ೖΛःஅʂ�

Ԇমࢭ෦

3インチ用

4インチ用

4インチ・ロングタイプ用

タイプ

350

350

4�0

A

490

570

570

C

275

275

405

B

570

650

650

D

クボタイカःԻシリーズ

カンペイγート4インチ用

カンペイγート3インチ用

カンペイγートCO4インチ用

クボタイカバー4インチ用

スϚート掃除口継手用

集合管下部用。固定バンド同ࠝ

塩ビ立て管用。
2ຕೖ

QM－CO（P64）用

ロングタイプ集合管下部用。
固定バンド同ࠝ

集合管下部用。固定バンド同ࠝ

50NN෯×20Nר1。רで立て管10本

品໊ උߟ

໘ϑΝスナで
؆୯ࢪ。
スピーσΟーにר
き付けられるため、
の手ؒをେࢪ
෯に低ݮ。

※カンペイγートʴは立て管１本
 たり̎ຕをඪ ४として
います。立て管さに合Θͤ、
దٓ断してご使用ください。

　্ 下のカンペイγートʴの
ಥ合ͤ部の固定には「ःԻ
γート専 用 固 定 ςープ 」

（ผച）をご使用ください。

؆୯ࢪのःԻରࡦʂ�ΫϘλΠカःԻγϦʔζ

ৄ、େਉೝ定とফ防性ධ定にͭいてはަࠃ ݅が定められています。༧め内༰をご֬ೝの͏ࡉ ͑、定められた݅にैってࢪしてください。
カンペイ܅・カンペイ立て管を、ଞ社ಛघ継手（集合管）とみ合Θͤて使用する͜ とは出དྷまͤΜ。
カンペイγートを耐Րೋ管金ଐ管の立て管にרく͜ とは出དྷまͤΜ。また、集合管の横枝管にרく͜ と出དྷまͤ Μ。
カンペイ܅のԆম防止部品は、場出ՙ時に༧め装着されています。ݱࢪ場でޙから装着する͜ とは出དྷまͤ Μ。（カンペイ立て管のԆম防止部品はݱ場装着）
カンペイ立て管は立て管専用であり、横管には使用出དྷまͤ Μ。また、外配管に使用出དྷまͤ Μ。
カンペイ立て管には、生׆排水Ҏ外ののを流さないでください。また、排水温度は60℃Ҏ下としてください。
Ԇম防止部品に装着されている熱張ࡐは、ઈରにണがさないでください。また、Ԇম防止部品をม形さͤ たり、ม形したのを使用しないでください。

クボタイカγリーζ使用্のҙ߲ࣄ

内໘ฏߏ

γルバーグレー৭ ϛルクホワイト৭

গͳい
段差で
スムーズに
排水

ैདྷ品比
˛35NN
ɹҎ上

Ԇম防止部品内部の熱張ࡐが管内部をด࠹。
（Րࡂ時に張։࢝）

下֊からの熱ԌによるԆমを防止。

塩ビ管で配管可

集合管の温度্ঢが ら͑れる

؏通部温度ɿ低

Րൃࡂ生ʂ

クボタイカバー3インチ用

クボタイカバーCO4インチ用

クボタイカバーCO3インチ用

ःԻγート専用固定ςープ

クボタイカバー4インチ
ロングタイプ用 4SLT,4H',4SLᶘ－ˎ －0

なͲにはロングタイプ用
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4インチ用は�ຕ�έース
3インチ用は10ຕ�έース

ᶃআޱҰମܕで、ݱでの組み立てがෆཁです。

ैདྷのシルόーάϨー৭にՃ͑てϛルクϗϫイト৭が新ొ。

ᶄলスペースઃܭで、
ɹίンύクトにೲまります。

ᶅ内໘の段差がগͳく、
ɹ排水をスムーズに
ɹ流します。

ᶆಁ໌タイプ
ɹ新ϥインアップ。

直管にはVP短尺管 立て管途中の掃除口に
75̫ ��5�
75̫ �8��
1��̫ ��5�
1��̫ �8��

階ߴに合Θͤたさでり管の
ϩスをݮで ま͖す。

New

ϛルクホワイト৭γルバーグレー৭

カンペイγートCO
（スϚート掃除口
継手用ःԻγート）

クボタイカバー
（集合管下部用
ःԻγート）

クボタイカバーCO
（QM-CO用ःԻγート）

固定
バンド

ःԻγート
専用固定
ςープ

カンペイγートʴ

（塩ビ立て管用ःԻγート）

● 延焼防止のしくみ
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ΫϘλΠカόʔ集合管下部用ःԻγート

塩ビ立て管にרޙき、໘ϑΝスナで؆୯ࢪ カϯϖΠγʔト�塩ビ立て管用ःԻγート

立て管途中の掃除口に
スマート掃除口継手（SF-COS）

大便器との接続にはカラーサニタリー管

まではʜࠓまではʜࠓ こΕかΒはʜこΕかΒはʜࠓまではʜࠓまではʜ こΕかΒはʜこΕかΒはʜ

ݮෛՙڥ
˔耐Րೋ管の使用にൺഇࡐがྔݮできます。

ίストダン

ுࡐの༏ΕたԆম防止ޮՌにΑり、防Ր۠ը؏௨෦かΒ1NҎ内のൣғに͓いてෆ೩ࡐを用いることͳく、ԘϏ管でࢪ
で る͖Α͏ にͳりました。排水立て管・ԣࢬ管とԘϏ管で管で ま͖す。

Ԇম防止෦品にுࡐを内ଂ。Ր࣌ࡂにுࡐが管内をด࠹し、上階のԌԎの৵ೖをःஅします。

カンペイ܅・カンペイ立て管は、ࠃަ通େਉೝ定͓よびফ防性ධ定を取ಘしています。（P5～6ࢀর）
カンペイ܅・カンペイ立て管は、ಛڐを取ಘしています。（ಛڐ第492�40�߸、ಛڐ第4994��6߸、ಛڐ第5014450߸、ಛڐ第4�7�071߸）

カンペイ君 クɹボタイカःԻシリーズ（カンペイシート、クボタイカόー）の組み合Θͤでফ防ධ定をऔಘ。（P5～6ࢀর）
໘ϑΝスφで؆୯にࢪで る͖ため、管とಉ࣌にःԻר ま͖でྃすることがで ま͖す。
৽ͨにカϯϖΠγʔトΛカϯϖΠཱͯ管に͝ 用͍ͨ けͩるΑ͏ にͳΓ·͠ ͨɻ（ࠃަ௨େਉೝఆऔಘ14���'-�����）

排水立て管・横枝管が塩ビ管で配管可能

˔防Ր۠ը؏通部から1NҎ内のࣨ内排水横枝管立て管
に不೩ࡐではなく、塩ビ管を使用可。

˔ࣨ内排水横枝管に塩ビ管が使 る͑͜ とでೲまりがよくなり、ઃܭ
ࣗ༝度がアップ。横枝管のӌճ配管等不ཁになります。

؆୯ࢪ
˔横枝管をすて塩ビ管で配管できるため、ࢪ時ؒॖがਤれ
ます。

˔横枝管の配管ルートの੍がなくなるととに、ޯ 配の֬อが༰
қになり、ࢪのࣗ༝度が し্ます。

カンペイ立て管では排水立て管と集合管はःԻඃ
෴（P6ࢀর）をࢪしてください。
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カンペイγート4インチ用

カンペイγート3インチ用
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クボタイカバー4インチ用

スϚート掃除口継手用

集合管下部用。固定バンド同ࠝ

塩ビ立て管用。
2ຕೖ

QM－CO（P64）用

ロングタイプ集合管下部用。
固定バンド同ࠝ

集合管下部用。固定バンド同ࠝ

50NN෯×20Nר1。רで立て管10本

品໊ උߟ

໘ϑΝスナで
؆୯ࢪ。
スピーσΟーにר
き付けられるため、
の手ؒをେࢪ
෯に低ݮ。

※カンペイγートʴは立て管１本
 たり̎ຕをඪ ४として
います。立て管さに合Θͤ、
దٓ断してご使用ください。

　্ 下のカンペイγートʴの
ಥ合ͤ部の固定には「ःԻ
γート専 用 固 定 ςープ 」

（ผച）をご使用ください。

؆୯ࢪのःԻରࡦʂ�ΫϘλΠカःԻγϦʔζ

ৄ、େਉೝ定とফ防性ධ定にͭいてはަࠃ ݅が定められています。༧め内༰をご֬ೝの͏ࡉ ͑、定められた݅にैってࢪしてください。
カンペイ܅・カンペイ立て管を、ଞ社ಛघ継手（集合管）とみ合Θͤて使用する͜ とは出དྷまͤΜ。
カンペイγートを耐Րೋ管金ଐ管の立て管にרく͜ とは出དྷまͤΜ。また、集合管の横枝管にרく͜ と出དྷまͤ Μ。
カンペイ܅のԆম防止部品は、場出ՙ時に༧め装着されています。ݱࢪ場でޙから装着する͜ とは出དྷまͤ Μ。（カンペイ立て管のԆম防止部品はݱ場装着）
カンペイ立て管は立て管専用であり、横管には使用出དྷまͤ Μ。また、外配管に使用出དྷまͤ Μ。
カンペイ立て管には、生׆排水Ҏ外ののを流さないでください。また、排水温度は60℃Ҏ下としてください。
Ԇম防止部品に装着されている熱張ࡐは、ઈରにണがさないでください。また、Ԇম防止部品をม形さͤ たり、ม形したのを使用しないでください。

クボタイカγリーζ使用্のҙ߲ࣄ

内໘ฏߏ

γルバーグレー৭ ϛルクホワイト৭

গͳい
段差で
スムーズに
排水

ैདྷ品比
˛35NN
ɹҎ上

Ԇম防止部品内部の熱張ࡐが管内部をด࠹。
（Րࡂ時に張։࢝）

下֊からの熱ԌによるԆমを防止。

塩ビ管で配管可

集合管の温度্ঢが ら͑れる

؏通部温度ɿ低

Րൃࡂ生ʂ

クボタイカバー3インチ用

クボタイカバーCO4インチ用

クボタイカバーCO3インチ用

ःԻγート専用固定ςープ

クボタイカバー4インチ
ロングタイプ用 4SLT,4H',4SLᶘ－ˎ －0

なͲにはロングタイプ用

ࠝแ

4

5

10

10

10

10

10

10

20

4インチ用は�ຕ�έース
3インチ用は10ຕ�έース

ᶃআޱҰମܕで、ݱでの組み立てがෆཁです。

ैདྷのシルόーάϨー৭にՃ͑てϛルクϗϫイト৭が新ొ。

ᶄলスペースઃܭで、
ɹίンύクトにೲまります。

ᶅ内໘の段差がগͳく、
ɹ排水をスムーズに
ɹ流します。

ᶆಁ໌タイプ
ɹ新ϥインアップ。

直管にはVP短尺管
75̫ ��5�
75̫ �8��
1��̫ ��5�
1��̫ �8��

階ߴに合Θͤたさでり管の
ϩスをݮで ま͖す。

New

カンペイγートCO
（スϚート掃除口
継手用ःԻγート）

クボタイカバー
（集合管下部用
ःԻγート）

クボタイカバーCO
（QM-CO用ःԻγート）

固定
バンド

ःԻγート
専用固定
ςープ

カンペイγートʴ

（塩ビ立て管用ःԻγート）

● 延焼防止のしくみ
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排水集合管の
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クボタイカシリーズ
カンペイ君

カンペイ立て管

排水用鋳鉄管

機種指定の
方法

Lベンド

支持金具

シンドカット

関連商品

排水ヘッダ

サニタリーベンド・
VS

差込み形
RJ管

QM継手

メカニカル形
１種管

集合管システム
選定方法

接合手順

4SL・
4SLTほか

3SL

4CL

4HF・5HF

4SLⅡ・
4SLTGほか

4SF

最上階用
SV

最下階専用
SR

更新対応
4SSLほか

1
段
枝

2
段
枝

特
殊
仕
様
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Ԇম防止部品

受け口 さਂ立て管受け口
　　100A

受け口 さਂ
（接合100ޙNN）166

10
5

65

П136

П114

П150

П160

59
5（

શ


）
42

0（
༗

ޮ


）
70

32
5
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熱張ࡐ
（Ԇম防止部品）

集合管の下部継手
部  に Ԇ ম 防 止
部品をηット。下き
メカニカル接 合に
より排 水 立て管を
接続。

カンペイ君

排水立て管ຖの管方法

ᶃԘϏ管（V1）�ᶄՐೋ管（内管V1）

ᶆԘϏ管（V1
ɹ 金ଐ立て管（ड͚ޱを持 てͬいる立て管��RJ管） ᶇԘϏ管（V1
ɹ 金ଐ立て管
���（ड͚ޱを持 てͬいͳいストϨート立て管��ϥイニンά߯管）

ᶅԘϏ管（V1）�カンペイシート͖ר

ίϯύΫトͰεϦϜͳඪ४λΠϓ

ඪ४タイプ

防ৼタイプ

直管（標準/防振タイプ共通）

材質：硬質ポリ塩化ビニル管（VP管）
〈JIS K 6741準拠〉

有
効

長
26

00
 2

85
0｛

28
50

｝
75

受
け

口
深

さ

7｛6｝φ100｛φ77｝
φ114｛φ89｝

延焼防止金物 消防評定シールあり、なしの2個で1組

延焼防止金物 消防評定シールあり、なしの2個で1組

支持金具付高ナット(2個)
M8：（二面幅13）

4

25
29

.5

70
40 10

20

10

16
0

180｛160｝

熱膨張材

防振材
（CRゴム）

13
0

六角ボルト(2個)
M8(二面幅13)

熱膨張材

16
0

180

15
0,

 2
00

, 2
85

（別売）
全ねじボルト

M8

20
13

0

六角ボルト(2個)
M8(二面幅13)

高ナット(2個)
M8(二面幅13)

本製品を吊り下げる全ネジボルト（別売）は、
必ずスラブ下面から40mm以上、埋め込んで
ください。
そのために必要な全ねじボルトの長さは、集合
管の機種やスラブ厚さによって異なります。
弊社では、３種類の全ねじボルトをご用意して
おりますが、集合管の機種、スラブ厚さによっ
ては、長さが不足する場合があり、その場合に
ついては、お客様にて必要な長さの全ねじボ
ルトをご準備願います。

金属拡張アンカー（またはインサート）・
全ねじボルト（W3/8）・ナット・座金につ
いては、現場調達部品となります。

（一ࡒ）日本ফ防ઃඋ҆શηンター性ධ定
,,27-004߸
R,27-001߸

ը۠ॅڞ
ྩ�۠ը

（一ࡒ）日本ফ防ઃඋ҆શηンター性ධ定
ը۠ॅڞ߸27-004,,

（一ࡒ）日本ফ防ઃඋ҆શηンター性ධ定
,,27-004߸
R,27-001߸

ը۠ॅڞ
ྩ�۠ը

（一ࡒ）日本ফ防ઃඋ҆શηンター性ධ定
ը۠ॅڞ߸27-004,,

（一ࡒ）日本ফ防ઃඋ҆શηンター性ධ定
ը۠ॅڞ߸27-003,,

（一ࡒ）日本ফ防ઃඋ҆શηンター性ධ定
ը۠ॅڞ߸27-002,,

受け口
ゴムリング

受け口付管にԆম防止部
品をηット。্ きの受け口と
差込み形ゴムリング接合で

「҆৺」「؆୯」に接合可。

熱張ࡐ
（Ԇম防止部品）

શͶじボルトをスリーブ内にຒめ込Ήため、ίンパクトにೲまります。
ःԻඃ෴༰қで、ඃ෴ޙスリムでスϚート。

γϯυカットにৼλΠϓ
Ԇম防止金物に防ৼࡐを内ଂ。γンドカットととに、集合管と
管からۥ体にΘるৼ動を低ݮします。
※γンドカットとׯবしないよ͏ 、支持の෯をେきくしています。
※防ৼࡐを内ଂしているのは防ৼタイプのみとなります。
※金ଐ֦張アンカー（ຢはインαート）・શͶじボルト・ナット・࠲金にͭいては、ݱ場

ௐୡ部品となります。

カϯϖΠ܅
集合管の下෦8スタイル継手෦にԆম防止෦品をηットした構造。
集合管は4SLシリーズ（1段ࢬ・�段ࢬ）�4HF�4CL�3SL�4SVT�3SV形に対応。
ͦΕͧΕ、すてのࢬ管όリΤーションに対応しています。�

カϯϖΠཱͯ管
ड͚ޱ直管（ԘϏ管）にԆম
防止෦品をηットした構造。
上 の͖ड͚ޱと差込み形ゴムリ
ンά接合で「安心」・「簡単」に接
合可能。
集合管は4SLシリーズ（1段ࢬ・�
段ࢬ）4HF4CL3SL4SVT3SV
の下෦Sスタイルの機種（͓Αͼ
ͦΕͧΕに対応する更新対応集
合管）を接続することがで͖ ます。

カンペイ立て管

4SL-A-8,P

。ަ通େਉೝ定は、PS060'L-0665-2を取ಘしていますࠃ※
※ःԻඃ෴（グラスールอ温൘ʴ塩ビःԻγートɹ 。金または鉄ઢ）の内、塩ビःԻγートはলུが可ですߕُ

。ަ通େਉೝ定は、PS060'L-0370-1、PS060'L-0417-1、PS060'L-04�1-1を取ಘしていますࠃ※ ｛　｝内は3インチ立て管用の寸法。３インチ立て管用は防振タイプのみの品揃えとなります。

New

高ナット

延焼防止金物
（熱張ࡐ内ଂ）

カンペイ立て管（П100Ҏ下） カンペイ立て管（П100Ҏ下）

全ねじボルト（M�）
横枝管φ100以下

（VP、V6、HT、R'-VP）
横枝管φ100以下

（VP、V6、HT、R'-VP）

排水立て管（П100Ҏ下）

塩ビ管（VP）

排水立て管（П100Ҏ下）

塩ビ管（VP）
排水集合管（П100Ҏ下）

片受けスタイル（S）

シンドカット あり/なし
排水集合管（П100Ҏ下）

片受けスタイル（S）

シンドカット あり/なし
モルタル充てん

塩ビ遮音シート
໘ີ度5.�LH�N2Ҏ下

さް1.�NNҎ下
金またはߕُ
鉄ઢ（ઢ径0.4NNҎ্）で固定

塩ビ遮音シート
໘ີ度5.�LH�N2Ҏ下

さް1.�NNҎ下
金またはߕُ
鉄ઢ（ઢ径0.4NNҎ্）で固定 グラスウール保温板

(824,Ҏ্、ް さ25NNҎ্

グラスウール保温板
(824,Ҏ্、ް さ25NNҎ্

鉄筋コンクリート（床）
（開口部φ210mm以下
 中空スラブ不可）

鉄筋コンクリート（床）
（開口部φ210mm以下
 中空スラブ不可）

ฏ࠲金

金ଐ֦張アンカー
（ຢはインαート）

શͶじボルト
（83��）

金ଐ֦張アンカー
（ຢはインαート）

શͶじボルト
（83��）

角ナット

現
場
調
達
部
品

ৼ動ઈԑࡐ（γンドカット）

Ԇম防止金物
（熱張ࡐ・防ৼࡐ内ଂ）

支持金具付高ナット

モルタル充てん

1
5
0
以
上

1
0
0
以
上

カンペイ܅

（熱張ࡐ内ଂ） 

ϞルタルॆてΜ

排水集合管（П100Ҏ下 ）

鉄ےίンクリート（চ）

横枝管ɿП100Ҏ下 
（VP、V6、HT、R'-VP）

ᶃ塩ビ管（VP） ᶄ耐Րೋ管

排水立て管（П100Ҏ下 ）

ᶃ塩ビ管（VP） ᶄ耐Րೋ管
排水立て管（П100Ҏ下 ）

15
0Ҏ

্

П210Ҏ下 

（தۭスラブ不可）

（தۭスラブ不可）

カンペイ܅

排水集合管（П100Ҏ下）
（VP、V6、HT、R'-VP）

（熱張ࡐ内ଂ） 

ϞルタルॆてΜ

γンドカット あり�なし

γンドカット あり�なし γンドカット あり�なし

γンドカット あり�なし

クボタイカバー あり�なし

塩ビ管（VP）

横枝管ɿП100Ҏ下

排水立て管（П100Ҏ下）

排水立て管（П100Ҏ下）

ᶆVPʴ鋳鉄管・鋼管（受け口あり）

排水立て管（П100Ҏ下）

ᶇVPʴ鋳鉄管・鋼管（受け口なし）

ᶆᶇVPʴ鋳鉄管・鋼管

15
0Ҏ

্

15
0Ҏ

্

15
0Ҏ

্

鉄ےίンクリート（চ）

П210Ҏ下 П210Ҏ下 

（தۭスラブ不可）

排水集合管（П100Ҏ下） （VP、V6、HT、R'-VP）

ϞルタルॆてΜ

横枝管ɿП100Ҏ下

排水立て管（П100Ҏ下）

ᶆᶇVPʴ鋳鉄管・鋼管

鉄ےίンクリート（চ）

鋳鉄継手

カンペイ܅
（熱張ࡐ内ଂ） 

塩ビ管（VP）

カンペイ܅

排水集合管（П100Ҏ下 ）
（VP、V6、HT、R'-VP）

（熱張ࡐ内ଂ） 

ϞルタルॆてΜ

鉄ےίンクリート（চ）

（தۭスラブ不可）

横枝管ɿП100Ҏ下

ᶅVP カɹンペイγートרき

ᶅVPカンペイγートרき

排水立て管（П100Ҏ下 ）

排水立て管（П100Ҏ下 ）

П210Ҏ下 

260
180

｛240｝
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熱張ࡐ
（Ԇম防止部品）

集合管の下部継手
部  に Ԇ ম 防 止
部品をηット。下き
メカニカル接 合に
より排 水 立て管を
接続。

カンペイ君

排水立て管ຖの管方法

ᶃԘϏ管（V1）�ᶄՐೋ管（内管V1）

ᶆԘϏ管（V1
ɹ 金ଐ立て管（ड͚ޱを持 てͬいる立て管��RJ管） ᶇԘϏ管（V1
ɹ 金ଐ立て管
���（ड͚ޱを持 てͬいͳいストϨート立て管��ϥイニンά߯管）

ᶅԘϏ管（V1）�カンペイシート͖ר

ίϯύΫトͰεϦϜͳඪ४λΠϓ

ඪ४タイプ

防ৼタイプ

直管（標準/防振タイプ共通）

材質：硬質ポリ塩化ビニル管（VP管）
〈JIS K 6741準拠〉
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長
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7｛6｝φ100｛φ77｝
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延焼防止金物 消防評定シールあり、なしの2個で1組

延焼防止金物 消防評定シールあり、なしの2個で1組

支持金具付高ナット(2個)
M8：（二面幅13）

4
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熱膨張材

防振材
（CRゴム）
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0
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M8(二面幅13)

熱膨張材
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0

180
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85

（別売）
全ねじボルト

M8

20
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0

六角ボルト(2個)
M8(二面幅13)

高ナット(2個)
M8(二面幅13)

本製品を吊り下げる全ネジボルト（別売）は、
必ずスラブ下面から40mm以上、埋め込んで
ください。
そのために必要な全ねじボルトの長さは、集合
管の機種やスラブ厚さによって異なります。
弊社では、３種類の全ねじボルトをご用意して
おりますが、集合管の機種、スラブ厚さによっ
ては、長さが不足する場合があり、その場合に
ついては、お客様にて必要な長さの全ねじボ
ルトをご準備願います。

金属拡張アンカー（またはインサート）・
全ねじボルト（W3/8）・ナット・座金につ
いては、現場調達部品となります。

（一ࡒ）日本ফ防ઃඋ҆શηンター性ධ定
,,27-004߸
R,27-001߸

ը۠ॅڞ
ྩ�۠ը

（一ࡒ）日本ফ防ઃඋ҆શηンター性ධ定
ը۠ॅڞ߸27-004,,

（一ࡒ）日本ফ防ઃඋ҆શηンター性ධ定
,,27-004߸
R,27-001߸

ը۠ॅڞ
ྩ�۠ը

（一ࡒ）日本ফ防ઃඋ҆શηンター性ධ定
ը۠ॅڞ߸27-004,,

（一ࡒ）日本ফ防ઃඋ҆શηンター性ධ定
ը۠ॅڞ߸27-003,,

（一ࡒ）日本ফ防ઃඋ҆શηンター性ධ定
ը۠ॅڞ߸27-002,,

受け口
ゴムリング

受け口付管にԆম防止部
品をηット。্ きの受け口と
差込み形ゴムリング接合で

「҆৺」「؆୯」に接合可。

熱張ࡐ
（Ԇম防止部品）

શͶじボルトをスリーブ内にຒめ込Ήため、ίンパクトにೲまります。
ःԻඃ෴༰қで、ඃ෴ޙスリムでスϚート。

γϯυカットにৼλΠϓ
Ԇম防止金物に防ৼࡐを内ଂ。γンドカットととに、集合管と
管からۥ体にΘるৼ動を低ݮします。
※γンドカットとׯবしないよ͏ 、支持の෯をେきくしています。
※防ৼࡐを内ଂしているのは防ৼタイプのみとなります。
※金ଐ֦張アンカー（ຢはインαート）・શͶじボルト・ナット・࠲金にͭいては、ݱ場

ௐୡ部品となります。

カϯϖΠ܅
集合管の下෦8スタイル継手෦にԆম防止෦品をηットした構造。
集合管は4SLシリーズ（1段ࢬ・�段ࢬ）�4HF�4CL�3SL�4SVT�3SV形に対応。
ͦΕͧΕ、すてのࢬ管όリΤーションに対応しています。�

カϯϖΠཱͯ管
ड͚ޱ直管（ԘϏ管）にԆম
防止෦品をηットした構造。
上 の͖ड͚ޱと差込み形ゴムリ
ンά接合で「安心」・「簡単」に接
合可能。
集合管は4SLシリーズ（1段ࢬ・�
段ࢬ）4HF4CL3SL4SVT3SV
の下෦Sスタイルの機種（͓Αͼ
ͦΕͧΕに対応する更新対応集
合管）を接続することがで͖ ます。

カンペイ立て管

4SL-A-8,P

。ަ通େਉೝ定は、PS060'L-0665-2を取ಘしていますࠃ※
※ःԻඃ෴（グラスールอ温൘ʴ塩ビःԻγートɹ 。金または鉄ઢ）の内、塩ビःԻγートはলུが可ですߕُ

。ަ通େਉೝ定は、PS060'L-0370-1、PS060'L-0417-1、PS060'L-04�1-1を取ಘしていますࠃ※ ｛　｝内は3インチ立て管用の寸法。３インチ立て管用は防振タイプのみの品揃えとなります。

New

高ナット

延焼防止金物
（熱張ࡐ内ଂ）

カンペイ立て管（П100Ҏ下） カンペイ立て管（П100Ҏ下）

全ねじボルト（M�）
横枝管φ100以下

（VP、V6、HT、R'-VP）
横枝管φ100以下

（VP、V6、HT、R'-VP）

排水立て管（П100Ҏ下）

塩ビ管（VP）

排水立て管（П100Ҏ下）

塩ビ管（VP）
排水集合管（П100Ҏ下）

片受けスタイル（S）

シンドカット あり/なし
排水集合管（П100Ҏ下）

片受けスタイル（S）

シンドカット あり/なし
モルタル充てん

塩ビ遮音シート
໘ີ度5.�LH�N2Ҏ下

さް1.�NNҎ下
金またはߕُ
鉄ઢ（ઢ径0.4NNҎ্）で固定

塩ビ遮音シート
໘ີ度5.�LH�N2Ҏ下

さް1.�NNҎ下
金またはߕُ
鉄ઢ（ઢ径0.4NNҎ্）で固定 グラスウール保温板

(824,Ҏ্、ް さ25NNҎ্

グラスウール保温板
(824,Ҏ্、ް さ25NNҎ্

鉄筋コンクリート（床）
（開口部φ210mm以下
 中空スラブ不可）

鉄筋コンクリート（床）
（開口部φ210mm以下
 中空スラブ不可）

ฏ࠲金

金ଐ֦張アンカー
（ຢはインαート）

શͶじボルト
（83��）

金ଐ֦張アンカー
（ຢはインαート）

શͶじボルト
（83��）

角ナット

現
場
調
達
部
品

ৼ動ઈԑࡐ（γンドカット）

Ԇম防止金物
（熱張ࡐ・防ৼࡐ内ଂ）

支持金具付高ナット

モルタル充てん

1
5
0
以
上

1
0
0
以
上

カンペイ܅

（熱張ࡐ内ଂ） 

ϞルタルॆてΜ

排水集合管（П100Ҏ下 ）

鉄ےίンクリート（চ）

横枝管ɿП100Ҏ下 
（VP、V6、HT、R'-VP）

ᶃ塩ビ管（VP） ᶄ耐Րೋ管

排水立て管（П100Ҏ下 ）

ᶃ塩ビ管（VP） ᶄ耐Րೋ管
排水立て管（П100Ҏ下 ）

15
0Ҏ

্

П210Ҏ下 

（தۭスラブ不可）

（தۭスラブ不可）

カンペイ܅

排水集合管（П100Ҏ下）
（VP、V6、HT、R'-VP）

（熱張ࡐ内ଂ） 

ϞルタルॆてΜ

γンドカット あり�なし

γンドカット あり�なし γンドカット あり�なし

γンドカット あり�なし

クボタイカバー あり�なし

塩ビ管（VP）

横枝管ɿП100Ҏ下

排水立て管（П100Ҏ下）

排水立て管（П100Ҏ下）

ᶆVPʴ鋳鉄管・鋼管（受け口あり）

排水立て管（П100Ҏ下）

ᶇVPʴ鋳鉄管・鋼管（受け口なし）

ᶆᶇVPʴ鋳鉄管・鋼管

15
0Ҏ

্

15
0Ҏ

্

15
0Ҏ

্

鉄ےίンクリート（চ）

П210Ҏ下 П210Ҏ下 

（தۭスラブ不可）

排水集合管（П100Ҏ下） （VP、V6、HT、R'-VP）

ϞルタルॆてΜ

横枝管ɿП100Ҏ下

排水立て管（П100Ҏ下）

ᶆᶇVPʴ鋳鉄管・鋼管

鉄ےίンクリート（চ）

鋳鉄継手

カンペイ܅
（熱張ࡐ内ଂ） 

塩ビ管（VP）

カンペイ܅

排水集合管（П100Ҏ下 ）
（VP、V6、HT、R'-VP）

（熱張ࡐ内ଂ） 

ϞルタルॆてΜ

鉄ےίンクリート（চ）

（தۭスラブ不可）

横枝管ɿП100Ҏ下

ᶅVP カɹンペイγートרき

ᶅVPカンペイγートרき

排水立て管（П100Ҏ下 ）

排水立て管（П100Ҏ下 ）

П210Ҏ下 

260
180

｛240｝



流下の仕組み

排水集合管の
構造

クボタイカシリーズ
カンペイ君

カンペイ立て管

排水用鋳鉄管

機種指定の
方法

Lベンド

支持金具

シンドカット

関連商品

排水ヘッダ

サニタリーベンド・
VS

差込み形
RJ管

QM継手

メカニカル形
１種管

集合管システム
選定方法

接合手順

4SL・
4SLTほか

3SL

4CL

4HF・5HF

4SLⅡ・
4SLTGほか

4SF

最上階用
SV

最下階専用
SR

更新対応
4SSLほか

1
段
枝

2
段
枝

特
殊
仕
様
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7 8

ΫϘλΠカγϦʔζ

ʲ立て管ʳ
・塩ビ管（VP）
・耐Րೋ管（内管VP）
び径100ݺ

ʲ立て管ʳ
・塩ビ管（VP）
・耐Րೋ管（内管VP）
び径100ݺ

ʲ立て管ʳ
・塩ビ管（VP）
・耐Րೋ管（内管VP）
び径100ݺ

ʲ立て管ʳ
耐Րೋ管（内管VP）（ 1ˎ）
び径100ݺ

CO付ट4Lベンド
CO付B8ー(ーHLー4Y6

最下֊専用集合管
4SRγリーζ

ʲ横枝管ʳ
耐Րೋ管（ 1ˎ）

排水集合管
4SLー8,P

ʲ横枝管ʳ
塩ビ管

CO付5Lベンド
CO付B8ー(ー5Y6

CO付4Lベンド
CO付B8ー(ー4Y6

CO付4Lベンド
CO付B8ー(ー4Y6

最
খ

30
5

最
খ

14
5

排水集合管
4SLー8,P

排水集合管
4SLー8,P

排水集合管
4SLー8,P

ʲ横枝管ʳ
塩ビ管

ʲ横枝管ʳ
塩ビ管

ʲ横枝管ʳ
塩ビ管

ʲ立て管ʳ
・塩ビ管（VP）
・耐Րೋ管（内管VP）
び径100ݺ

排水集合管
4SLー8,P

ʲ横枝管ʳ
塩ビ管

防Ր۠ը
（தؒ֊）

クボタイカ
「カンペイ܅」

横枝管が防Ր۠ըの
นを؏通する場合に
ͭいては、ผ్ରࡦが
ඞཁです。

横枝管が防Ր۠ըの
นを؏通する場合に
ͭいては、ผ్ରࡦが
ඞཁです。

横枝管が防Ր۠ըの
นを؏通する場合に
ͭいては、ผ్ରࡦが
ඞཁです。

耐Րೋ管のࢪにͭいては、
耐Րೋ管メーカのカタログ、
ೝ定・ධ定ॻ等をご֬ೝください。

ʲ立て管ʳ
耐Րೋ管（内管VP）（ 1ˎ）
び径100ݺ

耐Րೋ管のࢪにͭいては、
耐Րೋ管メーカのカタログ、
ೝ定・ධ定ॻ等をご֬ೝください。

ʲ立て管ʳ
耐Րೋ管（内管VP）（ 1ˎ）
び径100ݺ

ʲ立て管ʳ
・塩ビ管（VP）
・耐Րೋ管（内管VP）
び径100ݺ

耐Րೋ管のࢪにͭいては、
耐Րೋ管メーカのカタログ、
ೝ定・ධ定ॻ等をご֬ೝください。

防Ր۠ը
（தؒ֊）

防Ր۠ը
（தؒ֊）

防Ր۠ը
（தؒ֊）

防Ր۠ը（ 1ˎ）
（最下֊）

防Ր۠ը（ 1ˎ）
（最下֊）

防Ր۠ը（ 1ˎ）
（最下֊）

防Ր۠ը
（最下֊）

クボタイカ
「カンペイ܅」

クボタイカ
「カンペイ܅」

クボタイカ
「カンペイ܅」

クボタイカ
「カンペイ܅」

最
খ

30
5（

2ˎ）

最
େ

92
0

最
খ

67
5

最
খ

20
0

横ओ管が防Ր۠ըを؏通する場合
にͭいては、ผ్ରࡦがඞཁです。

1ˎ 最下֊のচが防Ր۠ըでない場合は、塩ビ管による配管が可。 1ˎ 最下֊のচが防Ր۠ըでない場合は、塩ビ管による配管が可。
2ˎ ίンパクト5Lベンド（5×6）の場合、最খ190（P43ࢀর）

ʲ横ओ管ʳ
耐Րೋ管（ 1ˎ）

ʲ横ओ管ʳ
耐Րೋ管（ 1ˎ） ʲ横ओ管ʳ

耐Րೋ管（ 1ˎ） ʲ横ओ管ʳ
塩ビ管

横枝管が防Ր۠ըの
นを؏通する場合に
ͭいては、ผ్ରࡦが
ඞཁです。

ࢪ֊Լ࠷ （ྫカϯϖΠ࠷�܅Լ֊ू合管ͳ͠ ） ࢪ֊Լ࠷ （ྫカϯϖΠ࠷�܅Լ֊ू合管 Γ͋）
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横ओ管が防Ր۠ըを؏通する場合
にͭいては、ผ్ରࡦがඞཁです。

1ˎ 最下֊のচが防Ր۠ըでない場合は、塩ビ管による配管が可。 1ˎ 最下֊のচが防Ր۠ըでない場合は、塩ビ管による配管が可。
2ˎ ίンパクト5Lベンド（5×6）の場合、最খ190（P43ࢀর）

ʲ横ओ管ʳ
耐Րೋ管（ 1ˎ）

ʲ横ओ管ʳ
耐Րೋ管（ 1ˎ） ʲ横ओ管ʳ

耐Րೋ管（ 1ˎ） ʲ横ओ管ʳ
塩ビ管

横枝管が防Ր۠ըの
นを؏通する場合に
ͭいては、ผ్ରࡦが
ඞཁです。

ࢪ֊Լ࠷ （ྫカϯϖΠ࠷�܅Լ֊ू合管ͳ͠ ） ࢪ֊Լ࠷ （ྫカϯϖΠ࠷�܅Լ֊ू合管 Γ͋）




